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信用に直結する付き合い作法

　この連載の第一回目に、「農業界とは話が通じにくいという、

異業種や一般生活者からの指摘がある」と書いた。これは、会

話が成立しにくいという単純なことではない。その根底には「気

持ちが通じにくい」があり、さらに言ってしまえば、彼らの中

には「信頼できる証が見えにくい、伝わってこない」という思

いがあるようだ。

　そう感じる機会を尋ねてみると、多くが、接する態度、その

時の作法の違和感を例にあげる。「一般社会と違う」と指摘す

る。

　そこで今回は、付き合い方のマナーやルールについて触れて

みたい。

　企業の新人教育の「信用・信頼感」では、以下のことが口酸っ

ぱく何度もくり返される。

　「信用・信頼感とはいろいろなことの積み重ねから成り立つ。

そこに至るまでには相当の時間がかかる」。ところが、それら

は「小さな不始末一発で壊れる」。不始末の大小判断は「相手

側がするものであり、こちらが云々すべきことではない」と、

教え込まれる。

　企業規模の大小、社員教育のあり方の違いに関わらず、異業

種の社員にはこのビジネス作法が身についている。だから絶え

ず他者との接触には気を配る。

　当然これらはそのまま、自分が接する相手の信頼度を測る基

準にもなっている。この信用・信頼の成立ち構造、彼らの習性

に農業界は、無頓着過ぎる。すでに異業種たちは、これに気づ

き指摘している。

　農業界がよく口にする「農作物は工業製品と同じようにはいか

ないから……」というセリフも、「ビジネス作法の無知、あるい

は知っていて逃げ口上に使っている」と異業種はみる。

　そう見られてしまうと結果、何が起こるか。

　一方的な「注文、指図」だ。自分自身の会社からの信用・信頼

感を維持するため、彼らは農業界に、縦系列の力関係を強要する。

　流通はわがままで横暴だという、農業界側が批判する事態には、

自らが引き起こしている要因も少なからずある。

　子供への注意のようで不愉快だとお叱りを受けるかも知れない

が、付き合い方のマナーやルール、その具体例を挙げてみよう。

■時間を守る
　少々遅れてもという態度は、他のことへの不信感、その

引き金にもなる。商品の納入遅れにいたっては、「コスト

意識が希薄」と見なされる。多くの企業は、時間をコスト

としてカウントしている。

■約束への対策
　リスク予知、リスク対策はビジネスでは必須行動の一つ。

約束履行のためにどんな手を事前に打ったかは、シビアに

追求される。無策だったなら「次回も約束が守れない相手」

と判断される。

■ジャストタイミング
　タイミングを逸した連絡も信用を損なう。「その時言わ

れれば打つ手もある」。緊急対策を余儀なくされた担当者

が一段落して真っ先に考えることは、事態を引き起こした

相手との取り引き中止だ。

　異業種から指摘されるマナーやルール違反例は、まだまだ数多

くある。産直利用の生活者は、それらを「気がきかない」と表現

する。

　ぜひ、日頃の「付き合い作法」の再点検をお勧めしたい。上手

くいかない事態の、本当の原因が見えてくることもある。しかし、

異業種や生活者との正しい付き合い作法は、神経質になるほど難

しいことではない。要は、日常生活上のマナーやルールに準ずれ

ばいい。

　ただ、そこにはいつも損得勘定がついてまわることを忘れない

でほしい。… ⑤ 「些細なこと」が信用・信頼の素

異業種の理不尽と決めつける前に

■日本農業法人協会のホームページで
　　御社のアドレスをご紹介いたします。
　　　　　　　　　..........相互リンクのご案内

　インターンシップや、法人設立に関するご質問など、法人協会の

内外から事務局へお問い合わせをいただくことが多くなりました。

その中には、うれしいことに「ホームページを見て電話しているの

ですが」という方も数多くいらっしゃいます。

　本協会のホームページにも、「法人協会の会員のページ」

（http://www.nca.or.jp/hojin/links.html）というコーナーがあります
ので、ホームページをお持ちでリンクを希望される会員さんはぜひ

ご一報ください。ぜひご紹介させていただきたいと思います。

　なお、お申し込みの際は、ホームページのアドレスと、御社の

PR30文字程度　（[例] ウチでは美味しい○○を産地直送でお届け！）
を添えて、本協会ホームページ担当（新井）までメールをお送り下

さい。ご連絡、お待ちしております。

　メールアドレス：arai@nca.or.jp

★今後、会員の皆様とより深い連携を行える様、本協会ホームペー

　ジも更なる進化を目指し、リニューアルを計画中です。


